
実施期間：平成25年1月21日から平成25年2月8日まで

回答者数：２３６者

回答率：約２５％（アンケート開始時の会員数に対する回答率）

１．　回答者の属性

平成２４年度産業連携ネットワーク会員アンケート　結果概要

農林水

産, 7%

６次産業化サポートセ

ンター, 8%

経済団体, 5%

食品製造, 3%

その他製造業, 11%
情報通信・観

光・サービス

等, 10%

研究・教育, 5%

消費者, 

0.4%
行政, 6%

その他, 16%
◆産業連携ネットワーク

会員の業種構成に概ね

対応した割合で、多様な

業種から万遍なく回答が

得られた。

【業種】

資料２

食品（流通・卸売・小

売・外食）, 6%
金融, 

6%

マスメディア, 1%

シンクタンク・コンサル

ティング, 18%

等, 10%

北海道, 1%

東北, 

6%

関東, 55%

北陸, 3%

東海, 6%

近畿, 8%

中四国, 8%

九州, 11%

沖縄, 1%

◆中央で運営されるネッ

トワークであるため、関東

地域（主に東京都）に所

在する会員からの回答が

半数を超えているが、各

地方ブロックからも満遍な

く回答が得られた。

【地域】

（Ｎ：２３６）

（Ｎ：２３６）



２．　会員の活動状況

　２－１．　これまでの情報収集で役立ったもの

◆会員の活動は、事務局や会員から提供される情報の収集が基本であるが、テーマや関心に

応じて、産業連携ネットワーク交流会や交流会以外の会員が案内するイベント等に対しても３～

５割の会員が参加している。

また、自ら他会員に対して情報を発信したり、参加した交流会等で異業種の会員と交流や連

携を深めるなど、能動的な活動も２割の会員が行っている。

96%

21%

45%

31%

20%

情報収集

情報発信

産業連携ネットワーク交流会への

参加

交流会以外のイベント等への参加

異業種の会員との交流や連携

（Ｎ：２３６）

76%

59%

41%

51%

10%

3%

政策情報（施策、制度、予算等）

産業連携ネットワーク交流会の開

催情報

交流会以外のイベント等の開催情

報

会員の取組紹介の情報

会員意向調査の情報

その他（Ｎ：２３６）

【その他のコメント】

◆情報発信元との連携組成につながった

◆新規サービスとして農業分野に取り組む中で情報が大変

役立っている

◆交流会を通じて農林漁業関係者へのコンタクト先が増えた

◆政策情報は入手が難しいので助かる

◆水産に係る情報が少なかった

◆情報は、政策に関するものが最も求められているが、交流会等のイベント情報も役立てられ

ている。

また、多様な業種の会員による農林漁業に関する取組の紹介も評価されているが、より多くの

会員の情報が記載された会員意向調査の情報は十分に活用されていない。



　２－２．　これまでに行った情報発信の内容

　２－３．　産業連携ネットワーク交流会で関心の高かったテーマ

76%

14%

48%

16%

8%

自らの取組等の紹介

産業連携ネットワーク交流会を提案し、開催を

案内

交流会以外のイベント等の開催を案内

連携プロジェクトを提案し、連携相手を募集

その他
（Ｎ：５０）

人材育成 企業参入

【その他のコメント】

◆情報発信時の反応で分析が行えた

◆収集した情報を自らのネットワークにも提供

している

◆企業グループ内での意見発信や社内啓蒙

活動にも活用している

◆情報発信は、ネットワークを通じて自らの農林漁業に関する取組を他会員へ紹介するものが

大半であるが、自ら開催するイベント情報等の発信も半数近くにのぼる。

一方、ネットワーク会員を対象にした交流会を提案したり、連携プロジェクトを提案するなどの

直接交流や連携を求めていく情報発信はまだ少ない。

22%

29%

26%

37%

20%

12%

38%

18%

11%

38%

20%

20%

15%

人材育成・企業参入

６次産業化クラスター

６次産業化会員交流

企業の農業参入

ICT基盤活用

農業の海外進出

農林漁業成長産業化ファンド説明会

ICTの普及検討

竹資源活用

地域と企業が連携した地場産品活用

ICTのニーズとシーズの共有

６次産業化クラスター（植物工場野菜）

特例子会社による企業の農業進出

◆交流会のテーマは、企業が農業分野に進出するテーマに関心が高いほか、農林漁業成長産

業化ファンドや地域と企業の連携による地場産品活用など、企業が農業分野と連携して取り組

むテーマに関心が寄せられている。

また、実際の参加者数と関心の高さには必ずしも相関があるわけではなかった。

（Ｎ：２３６）



　２－４．　産業連携ネットワーク交流会への不参加理由

２－５ 産業連携ネットワーク交流会以外の役立ったイベント情報

2%

9%

3%

83%

4%

産業連携ネットワークの交流会という

仕組みに魅力を感じなかった

関心のあるテーマがなかった

関心のあるテーマであったが、議事内

容に魅力がなかった

関心はあったが、日程が合わない、会

場が遠いなどの理由により参加できな

かった

その他

（Ｎ：１１６）

◆交流会に不参加の理由は、大部分が日程や会場の不一致であり、交流会の仕組みやテーマ

には概ね関心を持たれている。

【その他のコメント】

◆関東圏での開催が多く、地方から

の参加が難しい

◆交流会の参加者や意見については

事後の概要報告で確認している

◆農山漁村側、生産者側の交流機会

が少なかった

　２－５．　産業連携ネットワーク交流会以外の役立ったイベント情報

32%

47%

36%

19%

27%

3%

セミナー、研修会等少人数参加を主体としたイベント

シンポジウム等不特定多数が聴講するイベント

商談会等ビジネスマッチングを目的とするイベント

異業種交流会等交流を目的とするイベント

新技術の説明会、体験・試食会な紹介を目的とする

イベント

その他
（Ｎ：２３６）

【その他のコメント】

◆ビジネスマッチングは質の良い情

報が入手できる。

◆会員が他会員に向けて案内する様々なイベント等の情報は、特にシンポジウム等の不特定

多数を対象とするイベント情報が役立てられているが、商談会や少人数セミナー、新技術説明

会など、ビジネスの促進や参加者間の連携・交流につながり易いイベント情報も役立てられてい

る。



　２－６．　異業種の会員との交流や連携に役立ったもの

60%

58%

46%

25%

23%

8%

会員の取組紹介等の共有がきっかけの

交流や連携

ネットワーク交流会への参加等を通じた

交流や連携

交流会以外のイベントへの参加等通じた

交流や連携

産業連携フォーラム等を介した連絡を通

じた交流や連携

連携プロジェクトの提案等を通じた交流

や連携

その他

◆異業種の会員との交流や連携には、連絡先の記載がある会員の取組紹介が最も役立てられ

ているが、直接対面する交流会や交流会以外の様々なイベント等の機会も交流や連携の促進

に役立てられている。

（Ｎ：４８）

【その他のコメント】

◆得られた情報を異業種企業へ提供

し、連携に活用している

ているが、直接対面する交流会や交流会以外の様々なイベント等の機会も交流や連携の促進

に役立てられている。

一方、産業連携フォーラムを介したバーチャル上の連絡や、連携プロジェクトの提案をきっか

けとした交流や連携は十分に役立てられていない。



３．　産業連携ネットワークへ参加した効果

73%

57%

13%

6%

56%

16%

10%

10%

3%

農林漁業分野の政策情報等が得られやすく

なった

異業種の農林漁業への取組等を知ることがで

きた

異業種に向けて情報発信がしやすくなった

自らのイベントの情報発信により参加者を確

保した

今後の活動に役立つ情報や気づき、ヒントが

得られた

得られた情報等をもとに、新たな事業等を創

出した（できそうだ）

異業種の会員との新たな交流や連携が生ま

れた

異業種との交流等から、新たなビジネス等に

繋がった（繋がりそうだ）

その他
（Ｎ：２３６）

【その他のコメント】

◆同じグループ内企業が会員となっ

ており、グループ内での連携や情報

共有が図れた

◆産業連携ネットワークへ参加した効果は、農林漁業分野の政策や異業種の取組などの情報

を得られ易くなったことが一番に挙げられているが、その中から今後の活動に役立つ気づきや

ヒントを得て、新事業の創出等へと結びつけていく動きが出始めている。

また、交流会等をきっかけとした異業種との交流、連携により、新たなビジネスにつながる動き

も出始めている。

一方、自らのイベントの情報発信により参加者を確保したという回答が低くなっているが、本ア

ンケートの結果から、そのようなイベント情報を役立て参加したという回答が相当数得られてい

るため、情報発信者からの把握が難しいが効果は出ていると思われる。



４．　産業連携ネットワークでの今後の活動意向

93%

26%

54%

30%

8%

37%

35%

16%

3%

情報収集に活用したい

自らの取組紹介やイベント情報を発

信したい

産業連携ネットワーク交流会に参加し

たい

交流会以外のイベントに参加したい

交流会を提案・開催したい

異業種の会員と交流や連携したい

異業種の会員と連携できるプロジェク

トやビジネスを知りたい

異業種の会員と連携するプロジェクト

やビジネスを提案・実施したい

その他（Ｎ：２３６） 3%その他（Ｎ：２３６）

◆会員の今後の活動意向は、引き続き情報収集を基本としているが、交流会や交流会以外の

イベントへ参加して異業種の会員との交流や連携を図りたいという意向を３割以上が有してい

る。

また、自らの取組の紹介や、交流会の提案・開催、連携プロジェクトの提案・実施など、積極的

に他会員へ働き掛ける活動意向を有する会員も一定程度存在している。

その他、異業種の会員と連携できるプロジェクトやビジネスの情報を求めている会員も多い。



５．今後の提供を希望する情報や開催を望む交流会のテーマ等

【求めている情報】

◆国や県の政策動向、各種規制や補助制度

◆異業種（企業）からの農業参入事例、補助制度

◆人材育成や経営支援の方法

◆法人経営のビジネスモデル

◆食品業界、総菜、カット野菜業界の動向とニーズ

◆１次産業の協同組合と民間企業との連携

◆１次産業のＣＳＲ

◆カーボンオフセットなど多面的機能のビジネスニーズ

◆医農連携

◆食品産業の環境対策

◆６次産業化に取り組む農業者（若手）の意向、意識

◆ファンドの活用状況

◆遊休農地や遊休施設の情報交換

◆水産業関係

◆政府の保有するビッグデータ

◆農林漁業者に売る技術を提供する事業システム

◆農業と再生可能エネルギー産業との連携

◆地域の未利用資源を活用した地域再生

◆東北復興支援関係

◆竹堆肥や有機堆肥の事例

◆農業の運送コストダウン化

◆農林漁業の政策課題解決へのＩＣＴ活用事例、財政措置

◆旅行や交通業界のリソースを活用した６次化マーケティング

【求めている場】

◆会員の情報交流の推進

◆官主導の政策とのマッチング

◆各業界の困りごとをネットワークで

解決する場

◆実務家の連携ができる場

◆生産者と情報通信事業者との意見

交換の場

【開催場所】

◆全国主要都市での開催

◆地域ブロック単位の交流会やビジネ

スマッチング

◆定期的な現地見学会

６．その他産業連携ネットワークへの意見等

◆一次産業と二次、三次産業との関わりを捉える上で有意義なネットワーク

◆ネットワークで得た情報は、当協会の会員向け情報に有効活用している

◆当社にとって未知の分野であった農林漁業を具体的に事業検討する段階に達する機会を得た

◆ネットワークの継続と情報発信（マスコミ含む）

◆６次産業化の推進状況や効果の検証が必要

◆方向性を持ったテーマでの運営が必要

◆儲かる農業をテーマに会員からの提案を募集してはどうか

◆交流会のテーマは、サプライサイドとデマンドサイドを分けて設定してはどうか

◆現地の関係者（生産者、農協、自治体）の意見や提案を聞きたい

◆テーマと参加規模が大きく、地方の個別情報が分からない

◆観光分野で役立ちたい

◆発表会形式から連携の具体性を持たせていくことを期待

◆海外農業関係者の視点と行動、その国の政策との関係

◆漁業関係が少ないので、漁協、水産会社、水産関係団体の参加

◆イベント等の情報発信をなるべく早めにお願いしたい

◆農林漁業者側からの情報発信や交流会等への参加が増えると可能性が広がるのでは

◆農林漁業の政策課題解決へのＩＣＴ活用事例、財政措置

◆旅行や交通業界のリソースを活用した６次化マーケティング

◆知的財産の侵害等の情報


